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立正大学校友会が2018年創設10周年を迎える
にあたり、同年11月3日に標記の「校友会10周年
記念式典と懇親会」が池上本門寺朗峰会館にて、第
五十四代日蓮宗管長・立正大学学園総裁 菅野日彰
猊下をはじめ関係者各位をお招きし、300人余りの
大勢な参加者に囲まれて華やかに挙行されました。
これを成功裡に終えることができましたことは、ひ
とえにご参加いただきました皆様のご協力とご支援
の賜と心より感謝申し上げます。

立正大学はこれを大きな飛躍の契機とし、これか
らも高度情報社会の著しい進展を踏まえ、崇高な
建学の精神に則り力強く邁進してまいります。

立正大学校友会諸氏におかれましては、本学の
豊かな明日を構築するために、唯一無二、すなわ
ち「真実・正義・和平」の立正スピリットを堅持して、
一層のご支持をお願い申し上げるとともに、校友会
のますますのご発展をお祈り申し上げる次第です。

校友会会長・立正大学学長　齊藤　昇

校友会10周年記念式典開催報告校友会10周年記念式典開催報告校友会10周年記念式典開催報告校友会10周年記念式典開催報告校友会10周年記念式典開催報告校友会10周年記念式典開催報告

田中貞真橘会会長挨拶

菅野日彰猊下挨拶

外観

市川幹郵政会会長挨拶

校友会顧問　望月兼雄理事長挨拶

来賓

鏡割り

野坂法雄同窓会会長挨拶

校友会会長　齊藤昇学長挨拶
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マジシャンによるカードマジック懇親会風景

髙村弘毅校友会名誉会長乾杯

集合写真

池上悟副学長閉会宣言カクテルパフォーマンス

懇親会風景

西岡勇治同窓会副会長閉会挨拶

権田酒造と学生がコラボしたお酒試飲ブース

懇親会風景
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　校友会主催 校友の集い「ホームカミングデー in 
橘花祭」を、平成30年11月3日（土）に開催いた
しました。
　本年度で6回目となる校友会主催の「ホームカミ
ングデー in 橘花祭」は、品川キャンパスの1号館・
5号館・7号館・9号館・学生広場で行われました。
　当日は、本学名誉教授による講演や、立正マル
シェと称し、ダイワロイヤルホテルズ様など大学周
辺企業参加による物販・展示・相談、橘花祭模擬
店団体による模擬店の出店、各地域の同窓会主催
による地方物産展（模擬店）、東京中小企業家同友

会南部協議会様によるフリーマーケットがあり、沢
山の方々の来校がありました。また、来場者用キッ
ズコーナーを今年度は橘花祭期間中の2日間設け、
多くの方々にご利用をいただきました。今年度は、
バーテルス様から日本赤十字社を通して、被災地に
16,493円の寄付を頂き、東京中小企業家同友会か
ら当日の売上金17,500円を、大学同窓会から、当
日の売上金120,750円をそれぞれ在校生の奨学金
として、大学に寄付を頂きました。ご参加いただき
ました方々に御礼申し上げるとともに、ご協力いた
だきました皆様に感謝申し上げます。

「ホームカミングデー in 橘花祭」を開催!!平成 3 0 年 度
校友の集い

平成30年度 立正大学校友会主催
「ホームカミングデー in 橘花祭」
開催報告

● 開催期間 ：  平成30年11月3日（土）
● 開催場所 ：  品川キャンパス1・5・7・9号館、学生広場 
● 入場者数 ：  8,792名（橘花祭実行委員会調べ）

集合写真
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正門前 校友会会長　齊藤昇学長挨拶

校友会顧問　望月兼雄理事長挨拶

賑わう学生広場

校友会主催  講演会  立正大学名誉教授  福岡 義隆氏
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大道芸

ダイワロイヤルホテルズ様東京中小企業家同友会南部協議会様

バーテルス様

日本酒プロジェクト

ピッツァ移動販売屋台 Bakka-バッカ-

史料編纂課協力　色紙に見る立正大学の歴史
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立笑（正）点

校友会協賛  法学部・法制研究所シンポジウム

仏教学部同窓会協力　ご祈祷

文学部英文学科・英米文学科・文学科英語英米文学コース卒業生および文学研究科英米文学専攻修了生を囲む会

社会福祉学部同窓会協力  来場者用キッズスペース  室内

教職教育センター・文学部同窓会・地球環境科学部同窓会　協力　OB・OG先輩を囲む会

地方物産展
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ホームカミングデー in橘花祭に同窓会として協
賛参加して6年目を迎えた今年は、品川キャンパ
スの校舎大規模増築があり、会場の変更を余儀な
くされてしまったが、例年通りに、多くの同窓生に
参加いただくことができました。定例となった各
学部の活動や、各県支部からのお国自慢の物産品
の販売は、好評を得ました。さらに、少しずつで
はありますが、同窓生や品川区在住の区民の来場
も増えつつあるようです。

協賛参加いただいた支部は19県6学部です。
北から順に紹介させていただくと、青森県の牛蒡
うどん、岩手県の盛岡冷麺、宮城県の白石ウーメ
ン、秋田県のしとぎ豆煎餅となまはげ君のおやつ、
さらに金農パンケーキ、福島県の喜多方ラーメン、
新潟県の新潟県産米「米山プリンセス」、栃木県
の木村のおかき煎餅、茨城県の干し芋、東京都・
経済学部共同で草月の黒松どら焼き、東京多摩の
高尾山どんぐり麺、滋賀県の設楽焼食器各種、兵
庫県の黒豆うどん、徳島県のすだちと四国銘菓、
福岡県の元祖長浜屋のカップラーメン、熊本県の
銘菓、宮崎県の平兵衛酢しぼり汁、沖縄県の銘菓、
という品揃えで OB同士での購入ばかりでなく現
役の学生にも大いに購入いただきました。また、
群馬県と千葉県からは協賛金をいただきました。
文学部と地球環境科学部は、大学の教職センター
と協賛し、現役の中高教職員や校長先生そして社
会教育課で活躍中の方々に来訪いただき、教職へ
の就職活動準備中の現役学生との受験や就職にあ
たっての心構えややりがいそして注意事項などに
ついての講演と懇談会を開催しました。さらに社
会福祉学部は未就学のお子さんを連れての来場者
のためにキッズコーナーを開設し、安心して来場
者が会場内を散策できるようお子さんを預かると

いう配慮を行いました。仏教学部は大学内安置祖
師像の開帳と説明、法学部は、卒業生異業種交
流会として、OBや現役学生との交流懇談会を開
催しました。

今年は、同窓会の上部団体である、校友会設立
10周年の記念行事が、池上の朗峰会館で開催さ
れるという慶事も重なり、午後2時には同窓生に
よるそれぞれのイベントを閉会するという状態でし
たが、各支部からの参加者の中にはそのまま朗峰
会館に移動し、同窓生や恩師との楽しい交流の時
間を持たれた方も多かったようです。

さて、売上金の中からお願いさせていただいて
いる、現役学生の石橋湛山記念奨学基金への寄
付金は12万円を超え、この金額を奨学基金に寄
付させていただくことができました。

ホームカミングデー in橘花祭に協賛参加いただ
き、また奨学基金への寄付にもご協力いただいた
ことに感謝申し上げます。

来年もさらに充実した協賛参加を進めていきた
いと思っていますので、多くの支部の皆さんのご
理解とご協力をお願いいたします。

さて、協賛参加の重要な視点は、各県支部の逸
品を売ることではなく、逸品の紹介や販売を通し
て、現役の学生や、大学近隣の居住者に各地で活
躍する立正大学同窓生を知っていただくこと、そ
してそのオール立正の輪を大きくする交流の場とし
ていただくことであります。来年の参加の際には、
今年以上に交流の場として利用いただけるよう、
また交流の時間にも余裕を持ったスケジュールを
お立ていただきたくお願いいたします。

この活動を通じて、立正同窓生の輪を大きくし、
全国いたるところで活躍する同窓生をお互い励ま
しあいたいものだと思います。

ホームカミングデー in 橘花祭と同窓会
平成30年度

立正大学同窓会副会長　西岡　勇治
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【 滋賀県支部 】
◆ 5月19日（土） 
◆ 石山市 ホテルラング

ウッド

【 福島県支部 】
◆ 8月26日（日） 
◆ 郡山市 「清稜山倶楽

部」磐梯熱海温泉
◆ 講演会:「介護一般に

ついて」小山田祥三氏（Ｓ44文卒）

【 北海道支部 】
◆ 9月1日（土） 
◆ 札幌市 ホテル ポール

スター札幌
◆ 講演会:「日本酒の歴史に

ついてと試飲会」熊田架凛氏（銘酒の裕多加 常務取締役）

【 長崎県支部 】
◆ 9月8日（土） 
◆ 長崎市 サンプリエール

長崎
◆ 講演会：「相続と贈与と

財テク」峯　富美子氏（マニュライフ生命 長崎営業所）

【 栃木県支部 】
◆ 9月9日（日） 
◆ 宇都宮市 妙金寺会館
◆ 講演会：「気候学から

観た暑さと熱中症」鈴
木パーカー明日香氏（立正大学地球環境科学部）

【 新潟県支部 】
◆ 9月9日（日） 
◆ 西蒲原郡弥彦村 弥彦

温泉「みのや」

【 香川県支部 】
◆ 10月6日（土） 
◆ 高松市 神童ろ（わらじ

ろ）

【 岩手県支部 】
◆ 10月13日（土） 
◆ 盛岡市 ホテルルイズ
◆ 講演会：「絵本「希望へ

の貝吹き」制作こぼれ
話～嘉永6年三閉伊一揆～」藤沢昭子氏（滝沢市
高齢者大学講師・Ｓ41文卒）

【 青森県支部＆北東北三
県合同交流会 】

◆ 10月20日（土） 
◆ 八戸市 八戸パークホテル

【 長野県支部 】
◆ 10月27日（土） 
◆ 飯田市 飯田シルクホテル
◆ 講演会：「今、石橋湛山

からわれわれは何を学ぶ
か？」増田　弘氏（石橋湛山研究センター長・法学博士）

【 沖縄県支部 】
◆ 10月31日（水） 
◆ 那覇市 ダブルツリーby

ヒルトン那覇首里城
◆ 講演会：「重箱の偶的

考察？言葉はおもしろい」諸見里杉子 氏（フリー
アナウンサー・H5文卒）

【 愛知県支部 】
◆ 11月4日（日） 
◆ 名古屋市　名鉄ニュー

グランドホテル
◆ 講演会:「現在の立正大

学生就職状況」吉岡重雄キャリアサポートセン
ター部長

同窓会支部総会開催報告
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【 秋田県支部 】
◆ 11月10日（土） 
◆ 大館市 たしろ温泉「ユッ

プラ」

【 宮崎県支部 】
◆ 11月24日（土） 
◆ 宮崎市 ニューウェルシ

ティ宮崎

【 新潟県支部同窓会研修旅行開催 】
日　　時 9月9日（日）
場　　所 弥彦神社 
内　　容 弥彦パワースポット巡りツアー

【 東京都支部第3回秋の美術鑑賞とグルメの会開催 】
日　　時 11月10日（土）

世界遺産の上野西洋美術館で開催されている
「ルーベンス展」を鑑賞後、上野精養軒でランチを
堪能しました。午後から神宮球場に野球の応援に行
き、伊藤内野手のホームラン2対0で勝利。秋晴れと、
野球も勝ち満足の一日でした。

また来年の開催を約束しました。
東京都支部支部長　野呂文人

【 秋田県支部研修会開催 】
日　　時 11月10日（土）
場　　所 大館市内 
研修コース 名所、旧跡の散策

【 千葉県支部同窓会研修旅行開催 】
日　　時 11月24日（土）
場　　所 市原市海保　房総十字園
研修コース 国指定特別史跡
 加曾利貝塚博物館
 本学卒業生学芸員の説明付

　9月9日（日）、ホテルニューオータニ幕張で開催
された橘会保護者懇談会に参加しました。
　今年は、赤羽支部長他9名の会員が出席し卒業
生の就労先の概況と現役で働く、県立高等学校教
員、県立博物館館長のお二人に現況を述べてもら
いました。
　席上橘会会長より、「同窓会の皆様と一緒になっ
て活動している千葉県の姿」についてふれ、出席者
の皆様に同窓会の存在をお知らせする良い機会とな
りました。

同窓会千葉県支部事務局長　西村和男

同窓会研修会開催報告

橘会保護者懇談会参加報告
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11月3日、学内は橘花祭で盛り上がる中、橘会では昨年度に
続き2回目の就職報告会を開催致しました。

今回の就職報告会は、まず司会進行役の品川キャリアサ
ポート課長小宮先生より今年度の本学就職状況の報告があり
ました。

11月3日現在、2574人中1220人より報告があり内定者980
人、進学希望者16人という途中経過報告がありました。

また、最近の就職活動の傾向として、学生が会社訪問する数
が減り、平均1人30社程度で、5年前は1人80社回っていたそ
うです。これは、売り手有利で学生が楽観視しているのではな
いかという小宮先生からの報告でした。

その後、就職が内定した松元翼さん、田中莉穂さんにご登壇
頂き、本学キャリアカウンセラーの三原千草先生がコーディネー
ターとなり進められました。
◆荒川区役所に内定した松元翼さんの場合

松元さんは大学2年生の12月頃から公務員を意識するように
なり公務員講座を受講。3年の6月から予備校に通ったそうです。

また、キャリアサポートセンターの紹介で大田区役所へイン
ターンシップに行きデスクワーク以外の実習も経験し、警察や自
衛隊、県庁も併願したそうです。

松元さんにとって就活は、自力、独学では到底無理な事で様々
なサポートを受ける事が内定の秘訣だと述べていました。保護
者としての支援は、困った時にお母さんが助言をしてくれたそう
です。
◆不動産管理会社に内定した田中莉穂さんの場合

田中さんは、3年生の夏に大学経由で2、3社のインターンシッ
プにエントリーしたそうです。最初は出版関係に興味があったそ
うですが、そこでは自分の時間があまり作れないのではと思うよ
うになり、一度立ち止まり他社のインターンシップを経験したそ
うです。

視野を広げて色々な業界を知ることが大切だと考え、約20

社エントリーしましたが、
「人の心を動かすような仕事がしたい」
「人の暮らしにとって大切なもの」
ということを常に念頭に置き、自己分析を一番大切にされて

いたそうです。
以上、三原千草先生がお二人に質問をするような形で進めら

れました。
私が個人的に面白いなと思ったのは、三原先生から「面接で

困った事はありませんでしたか?」という質問に対し、「お酒の席を
どう思いますか?」という質問があったそうです。田中さんは「コ
ミュニケーションの一環としていいと思います。」と答えたそうで
す。抜群の答えだと思いました。

そして、一番印象に残っているのが、小宮先生が最後の結び
の挨拶で話された「就職活動を通して学生の顔つきが変わる」と
いう言葉です。この一言に学生達の成長を感じずにはいられま
せん。常に学生達に寄り添って心配をして下さるキャリアサポー
トの先生方に感謝です。

第2回目になる今回の「就職報告会」も昨年に引き続き、200
人を越える参加者があり、9B22教室が満杯、立って聞いている
人もいました。それだけ就職活動が保護者にとって気になるとこ
ろなのです。

橘会では年間に全国15会場で保護者懇談会が開催されてい
ますが、全国の同窓会組織とも連携して、より良い就職活動が
出来るようにサポート体制
を整えていくことが今後
の課題だと思います。

校友会の皆様におかれ
ましては、学生達の就職
活動充実の為、より一層
のご支援を頂きますよう宜
しくお願い申し上げます。

立正大学橘会就職報告会
橘会会長　田中　貞真

キャリアサポートセンター協力  橘会就職報告会

橘会では学生を対象に、学術、文化、体育、慈善行為、その他広範囲の分野において
活躍または努力をした個人、団体を表彰しています。自薦・他薦を問いませんので、奮って
ご応募お待ちしています。
①応募資格：本学に在籍する学生（個人、団体どちらでも可）
②応募〆切：平成３１年２月１２日（火）消印有効
③応募方法：校友課、各学部事務室または校友会ホームページ（http://alumni.rissho.jp)
で配布している応募書類に必要事項を記入し、参考資料（賞状等）を添えて校友課まで
お申込み下さい。

平成３０年度橘会奨励賞の募集を開始しました
第23回
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品川キャンパスに通う2年の母です。昨年に引き
続き、今年も参加させて頂きました。今年は、ご
夫婦で参加されている方が多いと感じました。

全体会では、教職員・役員紹介があり、橘会副
会長　菊池様の御挨拶に続き齊藤学長よりこれか
らの立正大学についてのビデオメッセージがありま
した。1人ひとりの個性を伸ばし立正大学のブラン
ドを全国に広める為にも駅伝にも力を入れていくと
の事でした。いつの日か箱根路で応援できると思
うと、とても楽しみです。

父母のための就職講座では、熊谷キャリアサポー
ト課長草川様より説明をいただきました。それに
先立ち各テーブルごとに自己紹介をして下さいとの
事。「えーどうしよう」と大変緊張しましたが、おか
げで普段お話する機会のない保護者の方々と意見
交換することが出来て、とても良い経験が出来た
と思います。その後企業側の求める人材のDVDを
見せて頂きました。その中で学生時代にどんな事
を頑張ったのかを自分の言葉でアピールするという

事が大切だというお話でした。日々の大学生活の
中でやりたい目標を発見し有意義な学生生活を送
る中でしっかりと身につけていって欲しいと願うば
かりです。

最後になりますが、この会の開催にあたりご尽
力して頂いた先生方、橘会の皆様に心より御礼申
し上げます。ありがとうございました。また来年も
参加したいと思います。

大宮で開催された保護者懇談会に
参加させていただきました。保護者懇
談会は「全体会」「父母のための就職

講座」「個人面接」という流れで行われ、立正大学
は就職を視野に入れた講座が充実していて、学生1
人ひとりをきめ細やかに指導していただけるだけで
なく、保護者へのサポート体制もしっかりしている
学校であると感じました。
「全体会」で視聴した齊藤学長のビデオメッセー

ジでは、グローバル社会の中で活躍する人材育成
をはじめ大学駅伝参加を目指している事等、大学
の基本理念、教育方針、目標等を明確に力強く発
せられ、立正大学は立派な大学だと思いました。
「父母のための就職講座」では熊谷キャンパス

橘会保護者懇談会開催報告
平成30年度

●日にち	：	平成30年7月29日（日）
●会　場	：	パレスホテル大宮（埼玉県さいたま市大宮区）
●参加数	：	59人
保護者懇談会に参加して　赤坂 美加（埼玉県）

保護者懇談会に参加して　下田 玲子（群馬県）

さ い た ま 会 場

平成30 年5月より開催してまいりました、立正大学橘会保護者懇談会の全日程が終了いたしました。
豪雨の影響で残念ながら中止となってしまった会場もありましたが、多くの会場で大変盛会の中、無事
に終了することが出来ました。ご参加いただきました保護者の皆様、ご協力いただきました大学関係
者の皆様ありがとうございました。今回は、前号以降に開催されました保護者懇談会において、保護
者の皆様より寄せられた声を、前号ではお載せできなかったものと合わせて掲載いたします。
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キャリアサポート課の草川課長から、集団面接に
おける留意点や父母の心構え等について、わかり
やすく説明していただきました。さらにビデオイン
タビュー形式で異業種の企業採用担当者にご教示
いただいた、期待する人物像や採用側の着眼点、
就活生への親の関わり方も含めた就職活動の心構
え等には、就活を乗り切るヒントがちりばめられて
いて、とても参考になりました。また、テーブル毎
に自己紹介を行い、お茶とケーキをいただきなが
らサークル活動やアルバイト等、保護者間の情報
共有や交流が図られ、和やかなひと時となり楽し
かったです。
「個人面接」では、単位取得状況や留意点等、成

績表を見ただけでは分かりにくいことを端的に説明
して頂き、努力すべき点が整理できました。また
子供の大学生活の様子について担当の先生のコメ
ントを拝聴し、丁寧な対応に心温まる思いが致しま
した。

本会を通して、大学のキャンパスとの距離が縮
まったような気が致します。これも一重に学長をは
じめとした先生方や職員の皆様、橘会役員の皆様
にご尽力いただいたおかげです。心より感謝申し
上げます。

静岡会場の保護者懇談会に初めて参加いたしま
した。教職員・役員の方々のご紹介から始まり、
橘会田中会長の親しみやすい御挨拶、齊藤学長か
らのビデオメッセージと続き、メインはキャリアサ
ポート課小宮課長の「父母のための就職講座」でし

た。
昔の就職課がキャリアサポートセンターである

ことも今回初めて知ったのですが、カウンセリン
グや各種講座など、手厚いサポートがあることが
よく分かり安心いたしました。お話の中にあったよ
うに、親の世代とは就活環境が全く違いますので、
多くの本校生がこれを利用されるといいと思いまし
た。このあたりが高校の先生に本校を勧められた
理由のひとつかもしれません。息子は２年生ですが、
早めに少しずつでも意識を含めて準備していってほ
しいと思います。

講演後の個人面接は、待ち時間の間に他の保護
者の方とお話することができました。コーヒーと
ケーキもいただけます。本校の県内の方とお話す
る貴重な機会をいただいて、楽しく過ごしました。
面接は学事課の先生から履修や学校での様子を伺
えました。

大変お世話になりました。ありがとうございま
した。

●日にち	：	平成30年8月25日（土）
●会　場	：	静岡第一ホテル（静岡県静岡市）
●参加数	：	27人
保護者懇談会に参加して　瀧 さおり（静岡県）

静 岡 会 場
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平成最後の夏。西日本豪雨に度重なる台風と異
常気象、酷暑に悩まされた7月8月でした。9月1日、
高知にて四国地域の保護者懇談会及び立正大学の
地域の集いが同時開催されました。

経済学部3回生の息子の保護者です。折しも、彼
は8月中旬から2週間に渡ったインターンシップが終
わったばかり。私は四国の北、香川県高松在住。南
国土佐での保護者会は遠いので参加をためらってい
ました。しかし、子どもにかかわれる最後の機会。
大切な就活の時期も近々です。参加して良かったで
す。会場から見える高知城も美しかったです。

永田副学長のお話は、とても分かりやすく前向き
な大学経営の姿勢が伝わりました。「立正ミュージ
アム」建設の件は、歴史好きなので完成が楽しみで
す。立正大学の野球の話も身近に感じられました。

そして、吉岡キャリアサポートセンター部長の丁
寧な説明（サポートセンターの活動、就活状況、保
護者の心構え）は具体的で参考になりました。2年
前に初めて保護者会に参加した時と違い、3回生の
親としてお話を伺うと身にしみました。心情的には、
いよいよ子離れの覚悟が必要な時期と思いました。

30年前、自分が学生の頃と違い、今の学生は
大学側がきちんとサポートして温かく見守っていて
くれる。とても恵まれた環境です。幸い息子は良き
友、良き先生に恵まれ充実した学生生活を送らせ
て頂いています。

大切な就活、そして4回生。さて、来年はどん
な年でしょう。今後とも宜しくお願いします。あり
がとうございました。

2年生になった今年、はじめて夫婦で参加しました。
会場に到着すると、大学を紹介するＤＶＤが放映され
ていましたが、キャンパスの様子や全国レベルのスポー
ツ部の活動など、大変興味深いものがありました。

全体会では、大学の創設に至る歴史、大学名の「立
正」の由来、さらに、1万人を超える学生が在籍して
いること、地方創生に関連し政策学部を新設すること、
駅伝を強化し「大学駅伝」を目指していることなどの説
明がありました。そして、「父母のための就職講座」で
は、早めの情報収集と準備が必要であること、インター
ンシップやＵＩターン就職、会社説明会から内定に至る
までのスケジュールなどの話をいただきました。その
中で、企業は学生に対し、「多種多様な意見を理解し
様々な方とコミュニケーションを図り、物事をまとめて
いく力」＝「コミュニケーション能力」を特に重視してい
るとの説明もありました。自分の子どもは大丈夫かな
と一瞬思いましたが、大変参考になる貴重な話でした。

その後の個人面接では、履修内容や単位取得につ
いて、また、公務員志望ということで公務員試験に
向けてのカリキュラムなどの説明を受けましたが、丁
寧に対応していただき内容も十分理解できました。

今回の保護者懇談会に参加して、大学の状況、子
どもの履修状況、就職活動などの理解が深まり大変
有意義であったと感じていますご尽力いただきまし
た、先生方をはじめ関係者の皆様方に厚くお礼申し上
げます。

大分県に帰り、早速、懇談会の内容を子どもに伝
えました。来年は、東京と福岡の両方に参加できれ
ばと考えています。皆様方も一緒に参加しましょう。

●日にち	：	平成30年9月1日（土）
●会　場	：	高知会館（高知県高知市）
●参加数	：	5人
保護者懇談会に参加して　平野 勝子（香川県）

●日にち	：	平成30年9月2日（日）
●会　場	：	ホテルセントラーザ博多（福岡県福岡市博多区）
●参加数	：	11人
保護者懇談会に参加して　旧杵 洋介・淳子(大分県)

高 知 会 場 福 岡 会 場
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大学の先生方より、直接学修や就職についてお
話が伺える機会と聞き、参加致しました。熊谷キャ
ンパスに通う１年生の母です。

全体会では、学校の歴史、そして平成３１年に地
域政策学部が新設されることや、大学駅伝を目指
し取組みが始まっていることを聞き、総合大学とし
て進化、前進している大学だと感じました。

就職講座では、就職までの就活サポートから実
態までを説明していただきました。学校生活で取
り組むべきことや、学生のイメージであるコミュニ
ケーション能力と協調性は企業が求めるイメージと
は違い、認識のズレがあることを教えていただき
ました。学内のキャリアサポートセンターを積極的
に活用することが、就活を少しでも有利に進める
ポイントだと感じました。

個人面談では、履修登録の確認とアドバイスを
いただきました。ゼミの先生からのコメントより、
息子の授業への取り組み方や友人とのかかわりに
ついて聞くことができ、とても心強く安心致しまし
た。生徒1人ひとりに手厚く丁寧なサポートがある
ことに感謝しております。

最後になりましたが、懇談会の開催にあたりご
尽力された関係者の皆様に心より御礼申し上げま
す。ありがとうございました。

品川キャンパスに、４年生の娘と２年生の息子の
２人が通学しています。横浜会場の懇談会は、前

日の台風の影響が心配でしたが、無事に開催され、
参加することができました。

懇談会では、はじめに、齋藤学長からのビデオ
メッセージを拝聴しました。学生に積極的な姿勢
を求めながらも、それを指導、サポートしていく学
校側の方針を強く、熱く語られる様子は、保護者
として心強いものでした。また、英語教育の充実
など、子供の将来に繋がる施策は、楽しみです。

その後は、小宮先生の「父母のための就職講座」
を拝聴しました。４年生は、内定を得た人と得て
いない人が混在し、説明の難しい時期だと感じま
した。その中で、得た人には、昨年度および今年
度の就職先概況が、我が子の内定先に対する興味
を起こさせ、得ていない人には、今後の予想され
る会社側の動きとそれに伴う学生側の活動方法の
説明が、就活生の保護者にとって安心が得られる
ものであったと思いました。

また、２年生には、就活に関する会社側のルー
ル動向や既に始まっているインターン活動など、時
事的に気になる点が説明されました。加えて、学
校内のキャリアサポートプログラムの内容を具体
的に示して頂いたため、漠然とした子供たちの計
画が、明確に理解できるようになり、家庭での話
題にも取り上げることができました。「あまり、細
かい点に干渉すべきではない。」とも言われますが、
やはり、保護者側の知識・理解がなければ、「どの
程度の内容までが話題として適切なのか？」を考え
ることも難しいと思います。親として、自身の考え
方を整理する意味でも、説明を聞くことは、得る
ものが多いと思います。●日にち	：	平成30年9月29日（土）

●会　場	：	コンベンションルームAP横浜駅西口（神奈川県横浜市西区）
●参加数	：	31人
保護者懇談会に参加して　菊池 稔（神奈川県）

横 浜 会 場

保護者懇談会に参加して　山添 悟子（福岡県）



変更届の内容

お知らせください

お問い合せ・お届け先

立正大学生涯メールのご案内

　立正大学では、卒業生・修了生が、同窓生同士の交流はもちろんのこと、
本学との交流や情報交換を図り、無償、永年利用のメールサービスをおこ
なってります。詳細につきましては校友会ホームページをご参照下さい。

校友会会員情報について
　ご登録を頂いております、お名前・ご住所・電話番号・勤務先等
にご変更および訂正がございましたら、下記までご連絡下さい。

I N F O R M A T I O N
2018年度校友会費B

（卒業生・現元教職員等会費）のご案内

入学記念品卒業記念品

　昨年度は校友会費Ｂ（3,000円）に約2,532件・7,616,000円のご
協力を賜りました。皆様のご協力に深く御礼申し上げます。
　ご協力頂きました会費は校友会奨学金、入学記念品、卒業記念品、課
外活動助成金等の在校生支援事業および卒業生交流会費用や会報等
発送に関する校友会運営費に充当させて頂きます。
　まだお振込がお済みでない会員の方は、専用振込用紙にてゆうちょ
銀行よりお振込くださいますようお願い申し上げます。
　なお、2016年度より毎号、振込用紙を同封しております。校友会費B
は年会費ですので、4月号より翌年3月31日迄に1度、お振込いただき
ますと、その年の会費としてお預かりしております。振込用紙は毎回の
ように届きますが、皆様、一律にお送りしておりますので、ご了承下さい。
　記入の際、下記青枠内に
おいて、本紙への氏名掲載
を「許可する」。もしくは、
「許可しない」のご希望をお
伺いしております。どちらか
片方に○をお付けの上、お
申込みくださいますよう、重
ねてお願い申し上げます。

◆氏名 ◆ご住所 ◆電話番号
◆メールアドレス ◆勤務先または職業
◆校友会会員番号（校友会報・学園新聞宛名ラベルの番号）

立正大学学長室校友課

■専用用紙は立正大学校友会ホームページ

〒１４１－８６０２　東京都品川区大崎４－２－１６
☎ ０３（３４９３）６６７３　FAX：０３（３４９３）９０６８
Email：alu@ris.ac.jp

（http://alumni.rissho.jp/alumni/campus/alterati
on.html）からダウンロードできます。

◆卒業生の活動情報やクラブ・サークルOB／OG会開催、
卒業生のお店紹介等卒業生の活動に関する情報がござい
ましたら上記お問い合せまでご連絡ください。

発 行 者

発 行 人
編 集
電 話
U R L

立正大学校友会
〒141－8602 東京都品川区大崎 4－2－16
齊藤 昇
立正大学学長室校友課
03－3493－6673
ht tp://alumni . r issho.jp/

【お詫びと訂正】　前号の巻末 石橋湛山先生鑚仰研究会「湛山会」のお知
らせにおきまして、年号に誤りがありました。正しくは以下の通りです。

10行目：石橋湛山先生は1884年（明治17年）9月25日に誕生し、1973年
（昭和48年）

ご本人様ならびに関係各位にご迷惑をお掛けしましたことをお詫びすると
ともに、ここに訂正させて頂きます。

『まどろむ、わたしたち』
白鳥　博康（しらとり　ひろやす）
（平成23年 文学研究科国文学専攻
博士後期課程修了）
絵/もとやま　まさこ

銀の鈴社
定価　3,000円＋税
ISBN 978-4-86618-060-1 C0093
お問合せ　info@ginsuzu.com

◆ 白鳥　博康　プロフィール
1983年東京都生まれ。
大学院修了後、フランス遊学をへて、創作活動にはいる。
著書に『夏の日』（秋田県能代市教育委員会発行「家読ノート」中学生向けお
すすめの本／平成29年版）『ゴムの木とクジラ』（神奈川県児童福祉審議
会推薦優良図書・中学生以上対象／平成29年度）『ぜいたくな　あさ』（日
本子どもの本研究会選定図書・小学生上級から／平成30年1月選定）（と
もに銀の鈴社）がある。

◆ 内容紹介
ゆびを　うごかした　だけで
いのちは　きえてしまうこともある　＿《ジャスミンの》（「かの地の夕景」より）
“すずしい”
と　おもった　彼女の　ことばは　あやふやで
ただ　彼女の母語でないことは　たしかだった　＿《晩夏》（「くりかえす晩夏」より）

さけられない運命とむきあう心。せつなくて、でも、あたたかいシネマのよ
うな言葉の世界。
詩？絵本？超短編小説？新しいジャンルを切り拓く珠玉の小品集、第四弾。
【収録作品】
「かけらグラフィコ」「かの地の夕景」「52番のバス」「ホルン奏者と隕石」
「ささやくヒマワリ」「まどろむ、わたしたち」「くりかえす晩夏」「未完成オー
ケストラ」
オールカラー120ページ＋巻末注釈4ページ／四六判型


